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関
と.の
構
造
敗
連
関
に
か
ん
す
る
分
析
成
果
の
上
に
立
つ
>
ii
f

e

時
国 

;

家
独
占
資
本
主
義
的
統
制
機
関.の
体
制
的
把
握
、，'

そ
：.の
発
生V

発
展
の
合
法
.則
性Q

解
明
、
そ

の

特

微

づ

け

ニ

国

社

会

主

義

と

し

.
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• 
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. 

.

て
成
立
発
展
し
て
來
た
ソ
ビ
ヱ
ト
社
会
主
義
経
済
の
成
立
の

メ

力

-ズ
.ム
.を
明
ら
か
：に
す
る
こ
と
によ
り

、

そ
こ
か
ら
抽
出
一
般
化
さ
れ
た
社

会
 

主
義
経
済
の
法
測
姓.の
：1
般
性
.と
特
珠
性
を
解
明
す
る
た
め
の
極.'め
て
貴
重
な
指
標
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
て
く
れ
る
。
こ
.れ
は
、
現
段
喈
の
よ
う 

に
、
様
々
の
形
態
の
社
会
主
義S'
が
：異
な
っ
.た
世
界
資
本
主
義
の
発
脉
段
階
に
成
立
し
、
そ
の
：体
系
的

V

般
理
論
が
そ
の
多
様
な
特
殊
具
体
的
諸 

条
件
、
諸
現
象
の
中
か
ら.抽
出
、
'形
成
さ
れ
、「

务
数
社
会
主
義
国
の
統
；ー
原.理」

._ 
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中
国
，の.対
ゾ
'書
簡
ー
九
六
三
年
六
月
十
八
ざ
^
を
打
ち
出
す
：ベ
く 

要
請
さ
れ
て
い
る
時
期
に
再
び
検
証
さ
れ
名
こ
と
で
、
-'
旧
ロ
シ
；ァ
ほ
ど
に
ノ
又
そ
の
よ
う
，に
国
家
紙
占
資
本
主
義
が
.形
成
さ
れ
、
物
質
的
基
盤
が 

準
備
さ
れ
て
い
な
か
ら
た
よ
う
に
み
え
る
中
国
ほ
か
、：一
部
現
社
会
主

#

M
済
諸
国
の
成
立
と
、
そ
の'後
の
発
展
，
社
会
主
義
経
済
建
設
の
型
の
検 

:ぃ
討
が
ー
行
あ
办
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
へ
で
お
る
。'.
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メ

^
^ ̂
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'
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論
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春

樹
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シ
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に
者
る
国
家
独
占
資
本
主
，

：.へ

『

独

桌

本

の

研

究』

嘉
治
真
兰
編
所
収
を
中
心
と
し
て
三
、
で
述
べ
る

。)
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済
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に
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九 

て
北
京
で
：開
か
れ
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中
国

人

民

政

治

協

商I

で

採

択

さ

隹

、
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中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
共
同
綱
領
i

新
国
家
.

の
臨
時
憲
法)

塞

い

て

、

，
労
働
者
階
級
が
指
導 

,

す
る
労
I

一
 

農
民
、：
民
族
ブ
ル
ジ

.

ョ
ァ
ジ
丨
、

.

小

ブ

ョ

~

ァ
：ジ

丨

が

団

結

尨̂

_

一
：雾

：義

経

游

づ

眷

さ

t

へ「

1

期」

'

の

伍̂
^

議
M

V;
:

へ
い
ハ

;

ァ
I

ト

襲
S

い
M

り
、...

従
つ
_て
初
斯
の
人
民
民
主
書
論
命
貴
い
て」

,

部

で

馨

さ
.
れ

た
：
"

人
民
民
主
主
義
経
済
"

と
い
ぅ
概
念
を
ぅ

.
 

,

、

.

.け
い
れ
よ
；̂
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、4

の
£

ら

狭

義

の

社

皇

麗

済

の
I

期

言
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■

■

の
中
国
の
翁
形
態
I

。フ
ロ
レ
.
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
.
の
国
家
機
関
に
参
加
せ3

め
：た」

ハ
と
こ
ろ
に
あ
る
の
：は
、

.も

つ
と
と
も
に
：妥
協
性
の
面
を
も
づ
て
い
た
；民
族
ブ
ル
ジ
ョ
'ア
ジ

|:

が
、"
社
会
主
義
革
命
の
：時
期
に
は.労
働
者
階
級
.を
搾
取
し
て
利
潤
を
獲
得
す

.
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る
：面
を
も
つ
と
と
も
に
、
憲
法
を
ま
も
り
、
社
会
主
義
的
改
造
を
う
：け
い
れ
た
'

い
.

と
い
う
面
も
も
っ
て
1-
\-
.

る」

.
と
い
う
、
一
中
国
に
お
け
^.
社
会
主 

>

ィ
1

経
済
移
珩
の
前
夜
'
に
お
け
る
経
済
構
造
と
、
移
行
の
エ
ネ
ル
.
ギ
ー
の
，塍
史
的
具
体
的
特
殊
性
：に
基
い
て
お
り
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C

成
立
の
条
件
.
が
、
そ

の
後
の
社
会
主
義
経
済
建
設
の
中
国
的
独
自
性
^

1

- 4

つ
め
型
を
規
定
‘
じ
'
.
て

いる

、
.
.
.と
思
.
わ
れ
る
。

こ
の
、

「

ソ
連
の
十
月 

へ：

社
会
主
義
革
命
後
の
状
況
と
ち
、が
_

っ
て
い
る
お
も
な
原
因
を
’
な
す
民
族
ブ
ル
泛
.

ョ
ア
ジ
ー
.

の

，
ー

ー

面

性

の

存

在

」

’

を
現
出
せ
し
め
：た
諸
条
件
が
、
ど 

の
よ
う
に
導
き
出
さ
れ
る
か
、.
強
調
指
摘
し
た
い
点
だ
け
艰
い
た
い
。
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1

)

戸
沢
鉄
彦
、
柳
春
生
、
高
橋
勇
治
、
諸
氏
の
人
民
民
主
主
義
に
関
す
る
諳
論
文
-'「

人
民
民
主
主
義
の
.
研
究」

上
卷
所
収
及
び
勝
部
元「

人
民
民
主
主
義 

.

.
国
家
論
め
発
展」

「

人
民
民
主
主
義
の
研
究
/
下
卷
所
収
ゾ
へ 

:

(

注
2

呉
璉
、
山
下
竜
1

ー1
訳
'「

社
会
主
藐
社
会
の
過
渡
的
特
質」

0

,同
趣
旨
の
狗
鋳
は
人
民
大
会
で
昨
年
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首
相
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人
と
な
っ
た
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中
国
経
済
の
半
植
民
地
的
性
格
と
後
進
性
.：

':v

 

:

■

.

世
界
資
本
主
義
が
帝
国
主
義
段
階
に
達
し
、
原
料
の
獲
得
、:

商
品
販
路
の
拡
張
、
.'
更
に
資
本
輸
出
市
場
.
を
目
指
し
、
後
進
地
域
の
植
民
地
化
が

す
す
め
ら
れ
る
過
程.で
、.
.
中
国
経
済
も
そ‘
の
一
対
象
か
ら
：の
が
れ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

.■
阿
片
.戦
争
を
契
機
と.
し
：、:.
南
京
条
約
、
天
津
条
約
に

• 

. 

.
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’ \ 

■ -
 
.

 

■

 

■

-

.
■

よ
'？
て
関
税
主
権
を
失
っ
た
中
国
は
、
世
界
資
本
主
義
の
渦
中
に
.

ま
き
こ
ま
れ
、
.

農
村
'
工

業

の

壊

滅

、
：
：中

小

民

間

資

本

の

菜

は

：つ

‘
み
と
ら
れ
、
最

.
後
の
封
建
政
権
、
清
の
.
基
盤
を
ゆ
り
う
ご
か
し
；た
^

平

碧

に

；お
け
る
外
国
軍
隊
の
午
渉
：の
中
で
、..
そ
の
畸
形
児
-"

洋
紙
派
官
僚
"'

■■
に
よ
る
官
営

)

"

-

.

 

>

'

.

.

.

.

.

.

_

.

i

業
形
武
の
資
本
主
義
を
生
み
落
さ
ね
ば
な
.
ら
な
か
？
た
7

日
清
戦
争
へ
の
'
過
程
で
'

軍
需
產
業

(

鉱
業
：を
含
む
^
^
^

僚
"

に
よ
っ
て
へ
ゲ
モ
二
ー
を
.
と

ら

れ

た
"

官
民
共
同
経
営
"

と
し
て
現
わ
れ
、
怒
濤
の
よ
う
な
外
囯
資
本
の
流
入
と
競
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

K,:..,

.

社
会
主
義
経
済
建
設
に
お
け
る
後
' ^

国
型
と
そ
の
中
国
的
展
開
㈠

.

> 

ニ
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(
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第三表資本別比率

第二表，部門別にみた 

外国資本の割合（1933)

%

民 族 資 本 37.8

官 僚 資 本 20.5

帝国主義資本 41.7

合 計 100

製 品 外国資本 
中国資本

231.4m 力

石、 炭 184

鉄 472
1、 も の 119

造 船 93

棉 紗 47

綿 布 160

煙 草 132

マ ッ チ 13

肥 料 54

第一表屮阀資本主義の部門別 

措 成 （1936)

エ 業 部 門 構 成 ％

全 エ 業 総 価 値 100
(その中)電 力 1.8

燃 料 採 掘 加 エ . 2 . 6

金 屈 冶 金 2. 6
金 厲 加 エ 8.8

(その中機械製造) 2.2

化 学 製 品 1.5

紡 ： 織 35.4

’ 食 ，品• 27.6

金属冶金部分の80-90%は外国资本の

原料となり4>国はそれを製品として購入

した，

以上趙芸文編「新中国的工業_j1957 
年，6, 8, 9 頁。
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八
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八
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か
っ
九
中
国
•「

資
本
主
義」

は
、
そ
の
形
成
過
程
に
お
い
て
農
業
部
門
に
お
け
.
る
小
商
品
生
產
者
の
正
常
な
展
W

が
阻
ま
れ
、
そ
の
段
階
で
帝
国 

主
義
の
市
場
と
な
る
こ
と
に
ょ
り
、太
平
天
国
メ
辛
亥
革
命
と
、ブ
.

ル
.ジ
ョ
ナ
民
主
主
義
革
命
の
流
産
'の
中
に
方

の

農

資

本

主

義

の

発

展

段

階

の

一

そ

の

嵐

の.中
で

：は
.関
税

主

権

を

失I

っ

た

ま

ま

古

典

的

な

資

本

主

義

の

発

展.を
望
む
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く
も
な
か
っ
た
。
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文
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主
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う
ち
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史
蒐
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を
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け
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^
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本
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本
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元
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.
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官

穷

:
ゾ

の
格
差
を
も
つ

て

い
.
た
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：

：
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ノ
：

.
ハ

第五表戦爭による .生産の、減 少 （屯)

1949 史上最高 
の乐席贵 %

生 鉄 251,991 1,801,000 14.0

銅 158, 378 922, 738 17.2
m 材 141,104 686, 000 20. 2

抗 戦 争 中 ，生産は破壊され,生産量は激 

減したため, 1947年に生鉄36, 000屯，鋼, 
鋼 札 40, 000屯の不足となった。

ニ表.共中華人民共和国倒家統計局工業統 

計司 編 「我国_ 鉄, 電力，煤庚，.机械， 紛 

織，造紙工業的今昔_j 8 頁。

中国 
1936年

ソビエト
1913 年 %

生 鉄 810 4,216 19.2

鋼 414 4, 231 9.8
鋼 材 167 3, 509 4.8

中
国
民
族
資
本
は
、
.

，
こ
れ
ら
，巨
大
な
資
本
量
を
背
景
に
も
：つ
大
外
国
入
止
業
と
、
金
融
機
関
を
軸
と
し
て
政
権
を
握
る
前
期
的
独
占
的
性
格
の
官

僚

資

本

企

業

と

の

谷

間

で

、

規

锻.(

一
九
三
六
年
に
労
働
者
数
五
〇
〇
人
以
上
の
企
業
は
、
，総
企
業
の
五
％

)

手

工

業

生

産(

工
場
制
手
工
業
を
ふ
く

■
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.

.

 

.
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.

め
：
全
生
産
高
の
，六
五
％

)」

：
と
へ
し
.て
存
在
し
て
いた

.0
-

ソ
ビ
エ
''十
の
十
月
革
命
前
夜
：に
お
い
て
.
、
五
〇
〇
人
以
上
の
大
規
模
工
場
の
労
働
者
が
、

. 

• 

.

(

注 
2) 

■ 

■ 

■ 

■

1

労
働
者
の
五
四
％

を
し
め
て
い
た
生
産
め
集
中
度
と
対
照
的

」

で
あ
る
。：
ま
た
：、鉄
鋼
の
生
産
量
：に
つ
.

い
て
■

、
中
国
の
一
九
三
六
年
と
.ソ
ビ
エ
ト 

め
.

：一.
九
.

：一
：三
年
と
比
較
す
る
と
第
四
袠
の
如
く
で
あ
る
。

' 

鋼
:»

め
如
き
は
©

へ
八
％

に
す
ぎ
^ :
、
.し
か
も
第
五
表
の
示
す
如
く
抗
日
戦
途
上
で
八

〇
％
似
士
の
生
蓝
激
減
の
あ
と
、
社
会
主
義
経
済
に
引
き

.

つ
が
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か.も
そ
の
投
資
の
部
門
別
構
成
を.み
る
と
、
総
肺
値
の
六
五

' 
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.

.

.

 

'•
■■
;
-
.

■
■
■

%

は

紡

織
•

食
品
が
占
め
、

こ
れ
に
煙
草

•

マ
ッ
チ
を
加
克
れ
ば
そ.
の
性
格
は
：：一
層明
ら
か
と
な
る
。「

.

一.九
三
六
年
に
消
費
財
生
産
に
投
資
さ 

れ
た
資
本
は
総
艰
資
の
九
ニ
 

％
、
生
産
財
生
産
八
％
。

か
く
し
，

.
て
生
産
さ
れ.
た
生
産
財
は
総
価
値
の1
1

八
％

し
か
古
め
て
ぃ
な_ぃ
が
、.
こ

れ

は

.

.
一

八

八
〇
年
の
ア
メ
リ
ヵ(

三
五
％)

、

第四表社会主義前夜における中ソ生産 

ifiの比較 （千トン）

.

八
九
五
年
の
ド
ィ
：ッ

，

(

三
〇
.

三
％)

、
：
：
1

九
1

三
，年
の
ソ
ビ
エ':
ト

a

一1
三
‘

.
三
％)

の
各
資
本
主
義
国
の
水 

«

1,
:;

都

街
.
' 

準
に
比
較
さ
れ
ぅ
る
後
れ
を
示
し
て
い
る

」

。
'「

特
に
：機
«'

昏
4

^'
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:
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於
#:
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.
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.电’ 
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.で
あ
.り
、

、一へ
九

苎

六

年

に

総

ェ

業

価

値

の

一

'

一
. 

一

一％、.
一
 

九
目
九
年
へ
解
放

.

前)

'

に
.
は
.一

(

注
3

)

で
あ
っ
た

/

七
％

に
下
っ
た
。
.
ま

たこ
れ
ち
も
修
理
工
場
に
準
じ
た
状
態

社
会
主
義
経
済
建
設
に
お
：け
る
後
進
国
型
.
と
そ
.の
中
国
的
展
開
㈠

へ
ま
た
中
届
経
済
のV

一：般
的
特
質
と
し
て
工
業
発
展
の
地
域
的
格
差
の
激
し 

い
こ
と
が
指
摘
さ
：れ
る•が
、
特
に
電
力
に
お
い
て
は
総
発
電
量
の
九7\
>
%
を 

東

北

：

(

満
州)

，
及
び
：八
大
都
市
沿
海
四
省
で
占
め
ら
れ
.
て
お
り
、

そ
の
外
延 

.

的
発
展
は
.お
そ
く
、
中
国
資
本
に
ょ
る
発
電
所
の
一
.

個
当
り
の
出
力
、
設
備 

利
用
も
極
め
て
低
か
っ
た
。

こ
れ
ら
は
、

と
く
に
外
国
資
本
支
配
の
強
い
部 

, 

' 

ニ

九

(

一
八
五)

.
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三
〇

(
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八
六)

、

門
で
あ
る
’
事
怡
：
.
.
.

(

輪
発
常
貴
め
七
六-%
>
:
.
.も
あ
.

る
が
、.
近

代
11
:

.

業
，の
.
エ_
ネ
..

：

ル
.ギ
..丨
と
し
て
の
こ-
の
眼
発
の
お
く
れ
は
致
命
的•で
、
旧
中
国
後
済
の
货 

:-
'

:

進
性
の
集
中
的
表
現
で
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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以
上
の
よ
う
な
事
態
は
、
生
産
財
輸
入
が
五
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八
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し

か

し

機

器

及

び

大

エ

具

：
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八

立

：
ー

%

)

ぺ
；
る>>
:
ー
：
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四

瓜
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状

況

か

ら

も

み

る

今
 

ン
}

と
が
出
来
る
。
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a

ノ
中
国
に
お
付
る
民
族
資
本
，の
未
発
達
：と
そ
の
後
進
的
性
格
を
更
に
潰
く
色

3

け
し
た
本
質
的
な
要
因
は
、
中

国.

■「

金
融
資
本」

の
.#

質
で
あ
る
。

国

謂

線

と

：し

て
,'

中
国
の
：金
融
市
場
を
国
際
金
融
資
本
の
支
配
下
に
お
い
た
。：
そ
の
在
華 

〜

..
'
.■'

勢

カ
‘

在
華
外
商
銀
行̂

融
資
ば
民
族
金
融
伸
系
に
ま
で
疋
び
ハ
へ
中
国
の
銭
莊

-̂

銀
行
の
買
弁̂
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公

4

地
で
お
つ
て
、

「

玫府が公貴を

p

.

発
し
、
.

し
ば
し
ば
高
利
で
銀
行.か
ら
傲
入
.
を
行
っ
た
の
と
、

銀
行
は
政
治
投
機
の
利
益
：の
大
き
い
と
：こ

.
ろ

か

ら

高

利

を

意

と

；
せ

f

争
っ
て
社
会

.
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，.か
.ら
資
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を
吸
収

^
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と

^
こ

こ

に

預

金

利

率

，は

次

第

に

高

く

な

り::
:
'
'
«
-#
利

子

も

高

ズ

を

态
^
^

払
え
な
い
0

で
借
久
.

を
.
な
し
克
ず
、ニ
銀
行
も
ま
た
商
エ
業
の
危
険
を
慮
：：っ
て
貸
付
を
喜
ば

^

こ
'

と
と
な
り
、:

た
め
に
中
国
金
融
資
本
と
商
工
業
は

パ
：
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；
:
. 

.
 

,
. 

.

:

:

.■.'
':(

往 
5) 

：
： 

. 

： 

、

•
'

..
'

:

: 

.

 

.

.

.
- 

.

.

:-
.
/
-
.

^

-

^

め
て
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縁
の
遠
：か.
も
の
と
.
な
'0
.
.て
い
た
|_

。

こ
こ
に
.民

族

資

本

：は

、

，
外

国

.
次
資
本
と
：の|
|

争
ノ
商
品
ダ
ゾ.
ピ
ン
：ダ
.に
よ
る
市
場
の
駆
遂
に
加
え
て 

X
L

ぎ
融
市
場
か
ら
の
疎
外
に
よ
り
、
.
発
展
は
限
定
づ
：け
ら.

ふ
.
の
み
.

な
：ら
ザ
、.

況

時
^

と
な
る
。

こ
の 

契
機
が
：

一

九
ニ
九
年
の
大
恐
慌
の
波
及.で
あ
っ
た
。.
そ

れ

に

誘

発

さ

れ

た

"
瓦
 

I

へ
類
を
鬼
众
か
ズ
た
と
言
ゎ
れ
て
.

ハ
る
。：.
こ
れ
は
、：；：
.

波

及

の
.ー
九
三
〇
年
前
後
ょ
り
す
る
農
村
恐
慌
に
.
ょ
る
数
千
万
農
民
の
離
農
、
流
民
化
、
耕
地

め
荒
蕪
化
：と
相
挨
っ
ヤ
、
：中
国
経
済
.
の
社
会
主
«

移
行
の
歴
史
的
条
件
を
形
成
ず
：る
。
：
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:
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国
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計
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銷
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へ
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八
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1
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三
六
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発
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量
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占
め
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資
本
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%

)

'

の
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五

九
•

四
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日
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％
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。
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片

戦

争
‘
'

南

京

条

約
•

太
平
天
国
の
崩
壊
か
ら
辛
亥
革
命
と
未
成
熟
な
市
龙
革
命
へ
：
の
道
程
に
お
い
て
：

.

「

封
建
的
な
経
済
構
造
は
外
国
資 

本
主
義
の
侵
入
と
国
内
の
洋
務
派
官
僚
な
、ど
に
代
表
さ
れ
る
官
僚
資
本
、
：
中
小
民
間
資
本
の
抬

M

の
過
程
で
.い
：：ぺ

ら

；
か

破

壊

*
.
変
質
さ
.
.れ」

て
来 

た
が
、.
封
建
政
権
が
倒
れ
、
：
：中
華.民
国
が
成
立
し.
た

後

も

、.'
'
.
'
:
:
総

人

ロ

の

九

0
%

を
占
め
る
農
村
地
帯
に
支
配
的
に
残
存
す
る
半
封
建
的
生
産
関
係

は
、
外

国

資

本
•

官
僚
資
本
や
高
利
貸
資
本
と
結
び
つ
，
い
て
そ
れ
ぞ
れ

'
の
利
潤
搾
出
機
構
と
し
て
！

さ
れ
つ
つ
あ
^
^
。
.全

国

的

に

み
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総
人
口
の
八
五.
％
を
し
.

め
る
農
村
人.
R

の
六
.

.

七
%
に
す
ぎ
な
い
地
主
富
農
が
全
耕
地
の

.

七
0

%

以
上
を
所
有
し
、
農
村
人
ロ
の
九
〇
％ 

以
上
を
占
め
る
中
農
、
：
貧
農
、
：，
雇
農
が
全
耕
地
の
：

 

一
二
〇
％
:

に

み

た

な

い
-±

形
を
と
っ
て
あ
ち
わ
れ
、

そ
の
加
算
額
.
は

総

生

策

物

の

，
五

：
割

.
か

ら

七

割

：を

占

め

.
て
-V
'

た
。

.

地
代
は
全
般
に
増
大
の.傾

向

を

見

キ(

江
蘇
省
、
安 

徵
番
諸
例
で
极—*
A

O

'2
:

^

i

o

o

i

t
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^

1
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A

K
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w

u

働
に
し
め
る
割
合
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；ー；
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一
％

に
達
し
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四
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川
省
齓
江
第11

区
.
9
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ー
〇
華
敗
経
営
の
場
合
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、_:

小
作
農
は
、
豊.
か
で
は
決
し
て
な
い
自
作
農
の
生
活
費

一
 

.

. 

't
 2

ノ

の
2

|

3

を
も
っ
て
暮
ら
し
て
も
農
家
余
剰
は
マ
ィ
ナ
ス
三
ニ
元

と

な

る

有

様(

広
西
省
林
地
区
県
平
均
農
家
調
査)

で
あ
る
。

こ
の
よ
ぅ
な
経
営
収 

支
で
は
生
産
費
の
^

界
的
低
位
が
生
産
カ
を
停
滞
.
せ
.
し
.
.め
：(

小
作
貧
農
；.の

生

産

費

は

：
自

作

農

の
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i

3

,で
あ̂

が
.
々
自
作
農
で
す
ら
設
備
費
は
11.' 

年
わ
ず：

,

社
会
主
義
経
済
建
設
に
お
け
る
後
進
国
型
と
そ
の
中
国
的
展
開

㈠ 

‘

 

〗

ー
ニ 

(

一
へ
七

)



裏
-1

-

‘ 

’ 

• 

;
‘
：•:
三
ニ 

(
1

八
八)

か

：に
九
一
兀
に

.

.

^

0ま
' ^
-

—

:広
.
西
劣
前
掲
平
均
濃
家
調
查
|

)

、
.
そ
の
農
家
経
営
の
？赤
字
は
当
I

高

利

貸

資

本
' (

月
三
分
"か
ら
，I一.
割
の
：利
子
前
取
り)

.

の
' 

入
り
こ
む
，条
件
を
つ
く
り
、.

生

産

物

(

果
物
、.
穀
類
、
' 

養
赉
ぬ
す
べ
て)

の
青

田
売
の
.

一
般
化
、

.

買
叩
き
に
よ
る

生
産
者
所
得
低
F

の
惡
循
環
を
つ
く 

り
出
す
。.
；
こ
'

の
メ
：力
.：

i
l

k
.

ム
の
中
ヤ
^

■̂

識
め
て
微
弱
な
形
セ
つ
く
り
出
し
_

つ
つ
も
、
地

有
«

商

人
>
 

高
利
貸
め
三
位
ブ
体
農
村
支
配
機
構
の
再
生
産
強
化
と
昏
で
あ
っ
た
こ
と
は
否 

め
^

い
：事
実
で
あ
る
。
.

.

し

が

：
し

旧

中

国

経

済

(
1
.

九
U

〇〜

H

9

て
、：.：高
率
小
作
料
を
競
争
：地
代.で
あ
る̂

認
定
し
た
人

.々(

巌
霊
峯
、H

:

0

見
解
が
誤
，り
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
余
り
に
、

こ

の

"
封 

.
建
的
.
経
済
構
造
の
優
勢
さ"

を
そ
れ
自
体
と
し
て.
主
張
：す
る
こ
と
に
よ■
っ
て
、
民
主
主
義
革
命
の
完
成
に
と
ど
ま
ち
ず
、
社
会
主
義
革
命
を
実
現 

:L
.

よ
5

と
す
る
前
夜
の
中
国
経
済
の
本
質
を
見
ま
ご
ぅ
.

て
は
.
な
ら
な
.

い

で

あ

ろ

ぅ

，
。
：
辛

亥

革

命

以

後

、

.

，
一
' 

九 
'一
〇
年
代
の
終
り
か
ら
一
一
〇
年
代
、
 

.

三
〇
年
前
後
に
、と
く
に
激
化
す
る
農
民
層
の
.1
方

的

下

向

分

解•
.
離

農

：.
へ
一
部
農
民
の
小f¥
^b
■ 

土
地
集
中
を
押
し
す
す
め
た
灯
は
ま
ぎ
れ
も
な 

い
資
本
主
義
経
済̂

国
資
本
'
の
役
割
が
大
きX

と
も)
の
進
展
で̂

I
!

特

に

，ー
九
三0

年
代
前
半
に
.お
け
る
農
村
恐
慌
に
よ
る
多
数
離
村
を
伴
ぅ 

農

村

の

荒

廃

化•
地
主
.

.

小
作
関
係
の
進
化
は
、

一
.

九
二
九
年
に'
始
ま
る
世
界
過.慌
の
波
及
■
に
；よ
る
こ
と
が
明
白̂

|

¥

又

こ

，
の

半

封

建

性

の
 

反
動
的
性
格
の
理
解
は
農
村
構
成
'

の
解
明
と
も
関
連
し
、
従
来
、
地
ず
•

小
作
関
係
と
し
て' 
一
括
呼
称
さ
れ
、
地
主
所
有
地
の
九
0

%
が
小
作
地
化 

さ
れ
る
と
い.
ぅ
事
実
か
ら
安
易
に
結
論
さ.れ
る
よ
ぅ
に
小
作
率
ゆ
全
国
的
に
そ
1
れ
程
高
.

く

^

く 

：.(

.«

ハ̂!

は
そ
の
ー
例)

、

比
較
的
高
い
南
支
で 

も
、
地
域
差
が
極.
め
て
.

大
き
く
.

、
特
に
.

北
支
，の
小
麦
地
帯
で
は
自
作
率
七
〇
％

の
地
域
も
珍
し
く
な
い
。
重
要
な
点
は
む
し
ろ
、

一
九
ニ
〇
年
代

か
ら
一
ー.
ー.〇
年
代
.
へ
か
け
ー
て
の

.
明
確
な
傾
向
1

前
期
で
の
一
戸
当
り
経
営
耕
地
の
大
部
分
の
減
小
ノ
、
富
農
化
は
都
市
周
辺
に

.
若
干
、
後
明
で
の
全

• 

. 

.

.

.

.

.

' . 

•

面

的

下

向

分

解(

富
農
化
も
頭
打-^
経
営
規
嚷
縮
小)

::
.

(

第
七
表)

と
大
量
の
脱
農
民
化(
第
八
表)

.

•■
(
(離
村
* 

土
地
集
中
激
上
—

の
意
味
と
、

地 

主
：が
同
時
に
商
人
げ
あ
り
高■

貸
で
あ
る
：こ
と
に
よ
っ

V
:
、

小
自
作
、
小
作
と
しV

直
接
生
産
関
係
に
よ
る
支
配
に
あ
る
も
の
も
か
い
%'

か
%'
、
流 

M
.
v
«
用
機
構
の
中
で
地
主
の
：支
配
下
に
組
み
.

い
.
れ

ら

れ

：て
^

第 六 表 広 西 省 22県におけるh 小作別階曆別対照表（1934年)

\階屑別
常 農 中 農 贫 農 合 計

尸 富農 尸 r . 锫農 戸 富農 戸 r\ 富農—

自 小 \  
作別 \ 数

小
作 0/« 
別

+ 別

核 .•数 .

小
作％ 
別

士別

数
'..戸

小
作0/。
別

ふ別

k % 数

小 
作％ 
別

+ 別

启 作 農
尸 % ：% 戸 % % % % - ■ 戸 % %

147 84.9 12.2 360 64,4 29, 8 710 37. 2 58.0 1,208 46.2 100
1:丨小作農 25 14,4 3. 5 163 29.2 23.6 507 26.1 72.9 695 26.6 100
小 作 農 1 0.4 0.1 34 6.4 4.8 676 35.9 95.1 711 27.2 100
合 II- 173 100 6.6 557 100 21；3 1,884 100 72.1 2, 614 100 100

天野Ji：国農村j , 創刊号, 1934年10月村経
.ペ -

出所)
之助，

注） 経 

産手段 

る所以

目立つ‘

k 長野朗氏によれば南部水田地帯の農家経済再生産限界規模は大ざっぱにいって10畝て 
あるといわれる（『支那土地制度ふ9 6ページ）が， 岸本淸三郎氏は江蘇省では20畝が正 

常な小商品生産者の限界であることを指摘されている（『江蘇省松江県農村実態調杏報告

5済調在」，『中 

- ジ他より作成,
ているのは0，1 % しかない。中国においては土地が注 

借地される。 ここに旧ロシアとの相違があるといわわ 

いうよりは貧農によって大部分をしめられているのガ

け
て
な
く」

支
S

の
メ
カ
ニ
 

.、ス
ム
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
、

で
あ
る
.。

す
な
わ

地し

して

農と

薛慕橋，劉端生，「成西農 

f支那農業経济論』上 291 
営而からみると富農で借. 
としてよりは生活手段と 

がある。農衬構成が小作

9
^

^

，一
旧
，®

1
T

の
：芈
卦
建
的
生
産
関
係
は
、
地
主
、小
作
関
係
を
物
質
的
菡
礎
と 

€

し
：
高
率
半
封
建
地
代
を
そ
の
経
済
的
自
己
実
現
形
態
と
し
な
が
ら

も
、
そ
れ 

.

が
濃
民
層
の
1

、
方

的

下

向

分

解

茫

お

-1
>

す
す
め
：る
挺
子
と
な
り
、
貧
農
支
配
機 

構
と
し
て
ア
ジ
ア
的
生
活
水
準
の
低
賃
金
労
働
者
、

又
デ
フ
ァ
ク
ト
の
労
働
者 

.'
.:(

た
と
'
え
ば
煙
草
栽
培)

'-
;

を
外
国
資
本
：の
資
本
輸
出
市
場
中
国
に
提
供
す
る
役
割 

を
果
し
た
こ
と
、
又
そ
の
地
代
に
ょ
る
、
流
通
、
信
用
機
構
に
ょ
る
蓄
積
が
官 

_ 

.

僚
資
本
と
結
び
、つ
い

て

!-
*#

せ
て
両
者
の
利
潤
搾
出
機
構
と
.し
て
再
生
産
さ
れ 

て
い
た
本
質
の
確
認
で
あ
る
。
/
そ
れ故
、
そ
の
対
極
に
あ
る
大
半
の
農
民
は
、

書J , 上海満鉄事務所:

〃
封 S

 

謝

解
の
.

お
し
と
ど
.

め
ら
れ
_

_

バ
と
し
て
の
農
民
で
は
な
ぐ
、
激
し
い
農
民
層 

分
解
の
：結
果
と
し
て
現
わ
：れ

た;-
-

,

;

:

^

"、

そ
れ
.は
自
ら
土
地
所
有
者
に
な
る 

こ
.

と
で
胚
芽
的
利
潤
を
蓄
積
し
丨
経
営
規
模
拡
大
i

資
本
主
義
的
大
経
営
を 

.

展

望

し

え

：
な

い

、

：
内

外

独

^

;

本

の

収

取

機

構

と

対

立

し

-'
:

そ

の

否

定

の

下
 

に
，
生
産
諸
手.
段
：の
社
会
化
•：社
会
主
義
的
大
規
模
経
営
と
し
て
の
み
&

大
再 

生
産
が
可
能
で
あ
る
ょ
ぅ
な
農
民
で
し
か
な
い
。
そ
の
ょ
ぅ
な
農
民
で
あ
る
か 

:
ら
^

そ
、

(

*

れ
ら
は
土
：她
改
革=

直

'«
生
産
者
に
ょ
カ
生
産
諸
手
段
の
直
接
的 

'

所

有

を

目
！
！：

に

、

ブ

：
ル

ジ

ー

ワ

民

生

主

義

革

命

を

：

.おa

す

す

め

る

過

程

で

、
.
外

社

会

主

鐘
.

^

^

に
扣
け
る
後
進
国
戰
之^

の
中
国
的&

せ
㈠

-

い：，
：
v

:」

-:
:

,;
:
.
'
: 

，

一
 

8

-

5 '

ー
八
九>



国

資

体：

の
流
：入
が
国
内
廣
沐
蓄
積
の
低
位
に
も
が
が
わ
e >
:

ず
強
力
に
創
り
出
し.

た
プ
、ロ.

レ
；タ'

リ

ァ
|§

し
: ^

労
農
同
盟
を
結
び
、
社
会
主
義
経
済
成

*

■

..

(

注 

7

) 

. 

•

立の
エネ
ルギ

ー

たり
えた
ので
ある

(

甘
本
の
•農
地
改
革
後
の
農
民
と
の
異
質
性
は
明
確
に
剔
抉
さ
れ
る)

。
.

x
\
l
/
—
i
u 
• 

.

.

(

注
1)

劉
少
奇「

中
国
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
.
レ
I

-
-ン
主
義
の
勝
利」

『

輝
.や
か
し
ぺ
十
年』

ー
四
貢
。
： 

,

•

(

注
2
>
.拙

稿「

生
鹿
合
作
社
の
成
立
と
農
業
生
産
カ
構
造
の
変
化」

、
ァ
ジ
7-
経
済
研
究
所
.

「

中
国
経
済
発
展
の
研
究」

沍
第
五
章
参
照
。

.

(

注
3)

ー
九
ニ
九
年〜

三
.ニ
年
に
お
け
る
論
争
.で
'
:王
学
文
氏
の
-:
.
-

「

中
国
資
本
主
義
.の
中
国
経
済
に
お
げ
る
地
位
、

そ
の
発
展
と
そ
の
将
来」

、
潘
束
周
氏
.の 

.

.

「

中
国
経
済
の
性
格
-
に̂
お
い
て
、『

中
国
経
済
は
帝
国
主
義
の
侵
略
下
に
お
け
る
.取
摘
民
地
的
封
建
経
済』

' 
で
あ
り
、『

中
国
経
済
に
お
い
て
支
配
的
で
あ
り
、

.

立
要
な
地
位
を
し
め
る
も
の
は
半
封
建
経
済
で
あ
る
/

『

い
わ
ゆ
る
中
国
民
族
工
業
は
、資
本
主
義
初
期
に
お
け
る
軽
工
業
の
段
階
に
あ
る』

と
捃
定
し
た
。
こ 

れ
に
対
し
て
厳
霞|

氏

/

「

中
国
経
済
問
題
の
研
究」

、

任
曙
氏
の「

中
国
経
済
研
究
緒
論」

に
お
い
て
は「

中
国
人
の
小
企
業
も
外
国
人
の
大
企
業
も『

単
に 

:

置
的
な
差
異
が
あ
る
だ
け
で
、
、質
的
な
差
異
.は
存
在
し
な
い
。：
両
者
と
.も
嘴
本
主
義
勢
力
を
代
表』

：(

厳

)

；し
、

.

『

す
で
に
中
国
領
内
に
お
げ
る
中
国
お
よ
び
外 

.:

国
の
二
つ
の
資
本
主
義
は
、
統

.一.さ
れ
た
中
国
経
済
と
み
な
さ
れ
、:

か
.く
し
て
帝
国
主
義
の
中
国
に
お
け
る
銀
行
i

場

.
商
店」

•
鉱
山
.
船
舶
、
お
よ
び
鉄 

.
道
資
本
等
は
、
さ
ら
に
土
着
資
本
主
義
：の
銀
行
‘
エ
場
.:
商

店

，
鉱

山

，
船

舶

.
'
.
.

鉄
道
等
を
く
わ
ぇ
て
；十
分
封
建
経
済
を
圧
倒
し
全
国
民
の
生
活
を
支
配』

:
(

任)

し
て
い
る
。
"
そ
れ
故
に」

^
5
-国
は
す
.で
に
革
命
前
0.
.ロ
シ
プ
の
経
済
的
基
礎
と
同
じ
と
こ
ろ
に
ま
で
た
っ
し
て
い
る
の
で
知
る』

j

と
。

(

王
亜
南
著
中 

国
経
済
研
究
会
訳
.「

半
植
民
地
経
済
論」

:.
'
'上

.'
'
'
'四
七〜

四
八
頁
。)

こ
：の
対
立
は
更
に
農
村
恐
慌
後
に
.も
ひ
き
つ
が
れ
、
：『

中
国
農
村
経
済
.の
商
品
化
の
程
度
を 

相
当
に
高
4』

と
み
、：
又

.

『

農
産
物
尤
け
で
な
く
農
村
の
労
働
カ
も
ま
た
ぃ
商
品
化
さ
_れ
て
い
る
と
み
て
、：
農
村
経
済
は
す
で
に
大
体
資
本
主
義
杓
で
あ
る
と
す 

る』

：
前
者
の
.論
理
.(「

中
国
経
済
派」 V

主
宣
昌
、
王
疑
今
、
主
景
波
、
張
志
澄
：氏
：

)

と
、
：『

中
国
は
な
お
封
建
制
が
優
位
を
し
め
て
い
る』

、と
す
る
後
者
の
論
理 

を
ぅ
け
つ
ぐ
人
々(

「

中
国
農
村
派」

孫
冶
方
、
銭
俊
瑞
、

；

；_
暮
橋
、'
.陶
直
夫
氏
、
又
陳
翰
笙
，
千
家
駒
斑
が
ど
.
>に
よ
っ
：て
展
；開
さ
.れ
た
。
.
'

(

原
論
文
は
'.
:'
. 

.E
0

„

*•
-
-
,
支
那
経
済
論」

中
央
公
論
社
：
昭
和
七
年
所
収
。)

..王
亜
南
氏
は
こ
の
よ
ぅ
な「

和
,
か
あ
务
ト
ル
ル
知
昏
a >
H '
o '
M >
^ '
b
^ '
f

?̂ '〕

r '
^

.理
し
'て
七
^
这

'
や
り
方
は
い
'「

歴
史
性
の
欠
如
''
1
.
オ̂

-)
ス
ト
リ
ァ
学
派
経
済
学」

.
の
あ
や
ま
り
を
犯
し
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る
/(

王
亜
南
五
六
頁
以 

下)

。
そ
し
て「

後
進
的
.
農
j
的

•

半
,
建
的
牛
国
に
：お
け
石
茗
顧
的
条
件
は
ど
の
よ
ぅ
な
も
の
^
あ
る
：か
。
.,:
:
:
:封
建
制
は
4 

-

因
然
経
済
と
を
基
礎
と
す
る
'も
の
で
あ
ゐ
が
、，_知

か

し

冲

国

農

民

が

ぅ

け

て

い

：
る

封

建

的

収

，
奪

の

：
源

泉

は

'̂
'
'一
種
の
複
雑
な
.
態̂
を
t
っ
て
い
る
一(

レ
I

一
一
， 

シ
全
集
第
ー
.
ー
〇
卷

)

'
よ
い
ぅ
レ
.
ト

：
：
|
1
.

ツ
の
-1
*
葉
を
:'
5

け

て

.
、
:
次
の
よ
ぅ
に
引
用
す
$

な
い
国
家
に
お
い
て
は
、
発
展
は
別
の
ち
が
っ
た
形
を
と
る
。

.

/」

.

れ
ら
の
V '

ま
だ
崩
壊
し
て
い
な
い
封
建
的
地
域
は
、

一
度
先
進
的
な
資

^-
主
義
諸
国
と
接
觖 

す
る
と
、

そ
れ
か
ら
た
だ
ち
に
市
場
閲
係
が
ぅ
み

.

出
さ
れ
る
。7

か
：
く'

て
_

市

場

：
を

め
*

て

と

し

た

生

，産

が

，

 

の
復
帰
に
も
と
づ
い
て
、
ぺ 

:
農
.'
^

^

の
：再
版
忙
本
い
：
^

:

:

生
成
し
：て
べ
九
石
の
で
あ
る
。
農
奴
制
を
と
る
領
地
経
済
と
初
期
資
本
主
義
と
の
結
合
は
、
決
し
て
進
歩
的
な
運
動
を
意
味
し
な

ご
'.
:
:
,
:：;
:

:
.
社

会

生

蘼

経

済

建

設

に

^

け
^

後

進

国

型

と
'
そ

の

中

国

的

展

開
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第七表陕四劣郃陽県 3 力村における農家壻減 ,

1 ■ 
1

年 次 1923 1928 1933

1. 摘 要 農象戸数|百ぜ比 農家戸数|百分比 農象戸数 百分比

経規 
模 

営別

2 0 畝 
2 0 〜 
5 0 畝

m  .

以 下  
5 0 畝 

以 上
計

'70戶 
236 
58 
364

19.23/0 
64.84 
15.93 
100

95戸
173 

' 40 
308

30,84% 
55;17 
12.09 
100

123尸 
125 
61 
309

39.81 /0 
40.45 
19.70 
100

n

役揭 

有別

役畜なき農家 
2戸又は3戸で1职所有 
1戸そ、役畜1頭を所有 
1戸で役畜2崩を所有 
1戸で役畜3頭を所有

105

91
46

28,85 
1.37 
30.49 
26.65 
12.64

110
29
63
57
49

—---：_—--
35.71 
. 9.42 
20.45

15.91

— — --
146
30
50

52

47.25 
9,71 
17,80 
16.83 
4.41

---- i_ 総 計 364 100 308 100 309 100

陳 擊 笛 ’ r現 代 支 那 の 土 地 問 題 ん 病 鉄 調 査 部 編 ， マ 北 支 那 の 農 業 と 経 済 』， 7 ^

000 ぺ 一 シ  1 ' ,

第八表離村の動向  .へ

( 1 ) 定県統at県タ卜卿労丨狀ロ 0931 = 100)

年 次 K 数 . 瘠 数 年 次

C. • ■

入 数 指 数
1924 1,536 112 1930 ’ 443: 32
1925 732 54 1931 1,368 100
1926 781 57 1932 ; 3, 367 246
1927 767 . 56 1933 7, 849 574
1928 532 39 1934 15,084 1,103
1929 V ; 774 57 ( 卜 ：3 月） ..V ■:

(出所) 李景汶等，ア定県経済調査一部分報告書』1934,' 99頁。

( 2 ) 農村瘐弊による:!:地の荒摩状況（]_947)

t地 ’ 区 I S J k 謂
肥 . 料 
全 村 需 要 額 現 有 肥 料

. ■ •

欠 乏 肥 料 欠乏の薷要に 
•対する％:

武多览.堡 

和 順 老 旺  

黎 城 北 流  

長治三個村 

武 安 崇 又

6 0 担 

3 0 駄 . 

45 担 ’’ ‘ 

1 2 駄

82,152 担 

46, 456. 2担 

66, 952.2担 

332,664 担 

8 4 ,7 2 1 担

45,158担 

41，710 担 

. 52,712駄 

207,462担 

23, 929担

36,000 担 

4, 746. 2担 

14, 240. 2駄 

125,202 担 

60,792 担

43,8 % 
10. 21 

21.27

37.6

71.7

「農業合作化史料j 上 冊 962頁。



い
。

こ
の
よ
う
な
結
合
は
、
た
だ
資
本
主
義
の
た
ち
お
く
れ
と
農
奴
制
‘の
再
版
の
国
家
に
お
け
る
経
済
生
産
の
停
滞
性
お
よ
び
後
進
性
を
証
明
す
る
も
の
に
ほ 

か

な

ら

な

い

：
.
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た

と

え

ば

ロ

シ

ア

.
•
ド

ィ
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ル
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ニ
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:

今ま
.：

で
私
对
基
本
的
に
，

「

中
国
農
^

'

派
め
立
場
に
立
ち
バ
ホ
国
経
済
の
半
封
建
私
、
半
植
民
地
的
性
格
.の
分
析
を
さ
さ
デ
か
な
が
ら
行
っ
て
来
た
。
そ
し 

て
こ
め
;-
7

ィ
パ
^

ト
の
言
葉
も
,.
'

そ
れ
が
十
九
世
紀
後
半
：の
中
国
経
済
を
問
題
と
す
る
場
合
基
本
的
に
を
当
と
考
え
る
。：: 1
>

'

か

し

ー

：
九

：
ニ

0 -

年
代
以
後
：の
中
国 

経
済
は
.
、
，
"

中
国
資
本
と
，外
国
資
本
を
区
別
せ
ず
、:'
;

(

小
商
n

p p

生
産
と
資
本
制
生
產
と
を
同
一
.
視
す
る
"

よ
う
な
意
味
で
な
く
.
、.
そ
れ
は
支
配
的
な
半
封
建
的
、
 

半
植
民
地
的
機
構
を
も
.

っ
： .

て
、
帝
国
‘

主
義
諸
国
の
利
潤
収
奪
の
支
柱
と
し
て
い
た
が
、
し
か
も
そ
の
本
質
は
資
本
主
義
的
で
あ
っ
^

と
奪
克
ね
ば
な
ら
な
い
。

' 

毛
沢
東
の
：次
‘
の
言
菜
は
極
め
：..て
卓
越
し
た
論
理
で
：そ
：れ
を
語っ

：：

て
：お
り
、
そ
.
の
；立
場
な
く
し
て
官
僚
資
本
と
国
家
権
力
.
の
.

ゆ
.
着
を
考
え
る
こ
と
、
.社
会
主
義
経 

済
移
行
.
の
必
然
性
を
考
え
る
.
ご
：ど
ば
出
来
な
い
。
-,
.
;
:
.

「

中
国
の
.封
建
勢
力
と
.
結
託
し
て
中
国
の
産
業
資
本
を
発
育
不
全
に
ゆ
が
.
.め
：た
外
国
資
t

の
侵
入
は
、
同
時 

に
中
国
社
<

羅
済
に
き
わ
.
め
て
大
き
な
分
解
作
用
を
及
、ほ
し
、
ヾ
中
国
の
資
本
主
義
的
生
.
産
の
た
め
に
も
お
る
種
0

. ^

ぜ
な
ら
自
然
経
済
の
破
壊
は
資
本
主
義
の
た
め
.
の
：商
品
市
場
を
つ
く
り
出
し
、..
.

ま
た
大
暈
の
農
民
と
手
エ
.
業

者

の

破

産

は
資
本
主
義
の
た
め
の
.労
働
カ
の
市 

場
.
を
つ
く
り
出
す
か
ら
で
あ
る
1-
,

毛
沢
東
，『
全
集』

.六
九
頁

:.
0

:

へ

薛

暮

橋

「

中

国

農

村

経

済

常

識

」

へ
一

(

邦
訳
米
沢
秀
夫
訳
'-
1

支
那
農
村
経
済
概
論」

-'
:

叢
文
閣
昭
和
十
ニ
年)

は
こ
の
立
場
に
.よ
る
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
業
績
の 

1
:
:つ
で
あ
り
，
識
後
の
、: ,
改
訂
版
も
出
た
.
.

「

中
国
々
：民
塍
済
の
社
会
主
義
的
改
造」

.

(

薛
暮
橋
、：.
林
子
力
、
蘇
星)

；も
解
放
前
を
扱
う
頁
数
が
殆
ん
ど
な
い
故 

も
.
あ
マ
.て
、.
.

こ
の
点
允
は
：

一

刖
者
に
ゆ
ず
る
；。

.

■

'..'ぃ
：'
.
...

(

注
4

)
(

注
5

拙
稿
.「

中
国
に
お
け
る
農
業.

生
産
カ
構
造
と
そ
の
変
化

」

：|

土
地
改
革
を
中
心
に_

^

.

、.

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
徧

『

中
国
経
済
発
展
の
統
計

的
研
究』

.
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第
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五
章
参
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注
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'.
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朱
邦
興
、
胡
林
閣
、■徐

声

；

「

上
海
産
業
与
上
海
職
工

」

；
各
項
目
、.,

遊
部
久
蔵
' -
,

中
国
に
お
け
.る
旁

(

注
7

)

. 

C

の

「

中
国
革
命
は
民
主
主
義
苹
命
ど
社
会
主
義
革
命
の
ニ
つ
の
段
階
を
ふ
く
む
。

-'
:

こ
'

れ
ら
は
性
質
を
こ
：と
に
す
る
ー
：ー
つ
：の
苹
命
の
過
程
で
あ

っ
て…

.
:
.
民
主
主
義
舉
命
は
社
会
主
義
革
命
0 .

必
要
な
準
備
で
あ
ゥ
、.
社
会
主
義
革
命
は
民
主
主
義
家
命
の
必
然
的
な
発
展
方
向
で
あ
る

」
.「

毛
沢
東
選
集」
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中
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に
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け

る•「

国

家

独

占

資
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た,

 

'
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ぶ
.

^

^

帝

国

主

義

Q

国

家

独

1
3
^

本

主

義

』

.
/■

の
.
典

型

：
と

し

て

.

-0
.
'
:

p

^

7

J

r
f e
:v:
'

て
->
:n

後

進

資

本

主
m

a

で
：
あ
一
っ
：
一
て

i

そ
の

構

造

的

特

質

と

国

、：
：
;:
'
:',
;

'

家
權
カ
の
介
入
の
方
式;>
'

進
度
に
よ
っ
て
は
所
謂
先
進
資
本
主
義
国
よ
^
^
独
占
化
の
程
度
バ
国
家
独
占
資
本
主
義
の
発
展
が
す
す
め
ら
れ
る
こ 

(

.

9

V

が
あ
り
う
る」

(

第
一
章
参
照)

こ
；.と
.
'の

論

証

は

、

「

官

僚

資

本

，を

軸

と

：
し

た

^

国
の
.

、
外
国
帝
国
主
義•
自
国
の
地
主
階
級
お
よ
.び
旧
式
富
農
と
結

■
, 

(

注
1

)

び
■

つ
い
.

た
買
弁
的
\

封

建

的

，
国
家
独
占
資
本
主
義

J
.
.

.

の
分
析
に
、ど
: 0

よ
'
う
.
な
.
手
が
.
か
，
.^

を

：与

え

る

で

あ

ろ

う

.
^
.
.
^
れ

わ

れ

は

こ
.

の
す
ぐ
れ
た 

分

析

(「

口
シ
ァ
に'
お
け
る
国
家
独
占
資
本
主
義

」

■:
:■
■第
'

一
章
参
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.か

；
ら
当
面
ー
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：
つ

0

視
角
を
ひ
き
出
し
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い
主
思̂

第
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、一「
資
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ロ
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タ
リ
ァ
丨
ト
も
そ

_

全

な

発

展

を

と

げ

て

い

寒

っ

た5

ィ
ス
ナ
.

丨)
：

よ
う
な
ベ「

お
く
れ
た
未
発
展1

本主讓国

」

■
に
見
含
ロ 

シ
ァ
が
、
第
一
次
大
戦
を
こ
え
た
革
命
前
夜
に
は
.「

組
織
的
管
理
形
態Q

観
点
か
あ
は
、
他
：の
諸
国
に
く
ら
べ
て
国
家
独
占
資
本
主
義
で
あ
る
こ 

と
に
、
な
ん
ら
の.
原
則
的
相
違
.
は

な

乾

：

「

I

の

未

発

響

論

ず
1

由
が
f

な
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的
経
済
構
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を
も
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中
国
に
、.一
九
三
0

年
代
か
ら
四
〇
年
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急
激
，に

強

化

苦

れ

た
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封
建
的
国
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独
占
資
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プ
口
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指

導
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.
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一
/

"

社

会

主

義

の

，
入
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口

"

と
な
る
：
.

：："本
来
的
な
、
.

丨
原
則
的
な
"
国
家
独
占
資
本
主
義
で
あ
る
こ
と

を

論

証

 

し

よ

う

と
す
る
、
.
い
わ
ば
シ
ビエ
ト

と

ヰ

_

の
社
会
主
義
経
済
移
行.に
共̂

'

の
視
&
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■

は
、ノ
；「

旧
中
国
の
国
家
独
占
資
本
主
義
は
、
発
達
し 

た
資
本
主
羲
国
に
お
げ
る
と
は
異
：な
り
、

1;

產

の

集

中

、

：
：：

一
；
般

独

占

を

経

過

し

.t
:

国
家
'
独
占
务4

を
4

i

A'

.か
：か

か

m

。：

そ
れ
は
中
国 

に
お
け
る
資
本
主
義
の
正
常
な
発
展
の
給
果
で
は
な
く

」

て
、.
.

帝
国
主
義
：の
下
に
おft
る

「

半
植
民
地P

と
ギ
封
建
制
の
..混
合
し
た
産
物
で
あ 

ノ
り
、
外
国
帝
国
主
義
の
金
融
資
本
■

(

独
占
資
本)

の
附
属
物
ど.
.し

で

存
在
し
.
た
も
の
で̂
!

る)」

こ
と
か
ら
、
本
章
第
一
項
、
第
一
一
項
に
明
ら
か
に
し

■
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た
よ
う
な
、.
旧
ロ
：シ
.
，ァ
の
.「

後
進
帝
I
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至
|

_

の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
し
、

「

資
本
主
義
.

の
.
も
：'と
で
对
能
な
最
高
度
の
社
会
化

」

*

あ
る
、が
故$
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.

.

. 

.

: :
':
.
:
::
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備」

，
で
|

〃

讓

独

占
1

主
義
"

め

真

的

内

容

と
|

差
^
^
^
^

ゼ

-^

与
え
る
か
の
検
討
了
後
者
は
’
中
国
の
み
^

ら
ず
#

-:
^

^

分
析
、北
朝
鮮
、：北
ヴ
ト
ナ
み
な
ど
.

の
.

ダ
丨
ス
：の
考
察
の
'

論

理

的

基

襄

を

提

供

す

る

だ

：け

.
で
な
く
、:
現
在
社
会
主
義
瘙
済
学
の
体
系
化
過
程
で
新 

社
会
主
義
経
済
建
設
に
お
：け
る
後
進
国
型
と
そ
の
中
国
的
展
開
㈠
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た
に
再
確
認
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
現
段
階
に
お
け
る
社
会
主
義
経
済
の
本
質
論 

(

利
潤
論
孕
は
そ
の
一
端
で
し
か
な
い

)

の
理
解
に
も
か
か
わ
り
う
る
問
題
点
で 

.

あ
^

.

，'
；-v
i

.

^

ガ
解
明
は
.：非
力
の
筆
者
が
か
'
#
%
れ
た
紙
面
で
な
し
う
る
こ
と 

•

で
は̂

い
が
、.
£

0

問
題
氣
識
を
主
流
之
す
る
本
稿.の
意
図
.

に
従
っ
：て
、
第 

::1::ー：

章

に

；
お

け

る

第

1

視
角
か
ら
_

の
簡
単
な
整
理
の
上.，に
立
づ：
' 

て
第
一
一
一
章
を
第 

-

の
現
角
か
ら
扱
い
炎
い
。
，

ン
中
国
の
半
樹
建
的
半
値
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落
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ぁ
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滅
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績
工
場
ぼ
一

1

週
間
か
ら
六
：週
間
に
わ
た
り
，作 

業
を
停
止
さ
せ
ら
れ
、
V
:

莫
大
だ
損
失
を
こ
ヶ
む
る

J

と
い
ぅ
*

態
：が
.
生
じ
て
来
た
。

：

：

.
..

. 
* 

.

:

,■

"

と
こ
ろ
が
、

こ
の
過
程
で
す
.
で
；に
ふ
れ
た
よ
ぅ
に
官
僚
資
本
は
、
幾
多
の
民
族
資
ボ
企
業
の
.倒

胄
 
'

銀
号
、
銭
荘
、.
銀
行
の
倒
產
を
わ
き
目
で

》' 

..
 

—

-\

第
九
表
中
国
対
外
貿
易
表

(

単
位
千
元)

" 

：：

■:
;

み
な
：が
ら
，
政E

の
資
源
委
員
会
を
通
じ
て
独
占
を
す
す
め
.

.

.

.

.

.

. 

.

;:

た
。'

こ
と
に
銀
行
敗
織
を
逋
じ
て
過
剰
資
本
の
：苒
投
資
、

'
.

土
地
：

'.

を
ぷ
く
め
だ
諸
投
機
バ
政
府
権
カ
を
通
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革 位 壻加倍数

電 力 キ ロ 82.8
石 炭 ト ン 1.9

Pi ト ン 0.6

.......M ト ン 55.2
ガソリ V. 千ガ’ロン 19.8
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綿 布 疋 18.2

第十表官僚资木の膨張 

(1941〜1947)

江敬虜論文。 杉野明夫論文 

「アジアにおける国家資本主 
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；
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